
 

 

 

 

 

平成２９年３月２８日 

各   位 

バス車内運賃表示器を更新、全路線で多言語表示を開始します 

停留所名の表示に、英語、中国語、韓国語、ひらがなも追加 

カラーディスプレイで、動画等の表示ができて、さらにわかりやすく 
 

三重交通株式会社(取締役社長：雲井 敬、本社：津市中央)は、平成２９年４月から外国人利用者の利便性向上

と多様な液晶表示による旅客へのサービス向上を目的として、乗合バス全車の運賃表示器を旧型のデジタル表示器

から新型の液晶表示器(OBC-VISION)に更新いたします。主な特徴は、停留所名表記に、英語・中国語(簡体字)・韓

国語を加えて多言語化し、ひらがなも追加いたします。さらに、あたらしくデザインした運賃表示や動画等で車内

事故防止の注意喚起やバスに係るサービスの案内を充実させて、今後もご利用しやすいバスを目指して参ります。 

 
 

記 

 

１ 実施時期     平成２９年４月１日（予定） 

 

２ 実施路線     三重交通の乗合バス全線 

           ※ただし高速バス（予約制）、各市町村のコミュニティバスを除く。 

 

３ 停留所名表示言語 ・日本語（漢字） 

           ・日本語（ひらがな） 

           ・英語 

           ・中国語（簡体字） 

           ・韓国語 

 

４ 液晶表示器の   ・画面背景色を「白色」から「黒色」に変更し、文字を見やすくします。 

仕様変更     ・現在の運賃表示枠数を、40区、60区の２パターンから、10パターンに増やし、運賃表示

が少ない場合は、少ない枠数で大きく表示します。 

・右側画面に車内事故防止等の注意喚起やバスをご利用の際の案内等を表示いたします。 

 

５ 画面イメージ   添付資料のイメージをご覧ください。 

         

６ 導入台数     乗合バス全車分６７２台（内、今年度新型液晶表示器に更新した台数２６１台） 

 

以 上 

 

《お問い合わせ先》 三重交通株式会社 バス営業部乗合営業課  

電話０５９-２２９-５５３３ 

 
 
 
 

今回追加表示 








